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AIMaP 研究集会等実施報告書 

 

 

(Part 1/4) 名称・重点化連携分野・キーワード等 

 

項目 内容 

名称 生体工学と数学の接点を求めて 

採択番号 2021A014 

重点化連携分野 生体工学 

キーワード 画像解析，機械工学，シグナル制御，ロボット工学 

主催機関 大阪大学 MMDS モデリング部門 

運営責任者 中澤嵩 

開催日時(開始) 2021/10/05 10：00 

開催日時(終了) 2021/10/05 15：00 

開催場所 ■オンライン 

 

 

(Part 2/4) 最終プログラム・参加者数 

 

項目 内容 

最終 

プログラム 

【プログラム】 

10:00-11:00：長原一 大阪大学データビリティフロンティア機構(IDS) 教授 

 『深層学習による画像センシングの最適化とバイオイメージングへの可能性』 

11:00-12:00：和田成生 大阪大学基礎工学研究科 教授 

『メカニクスを通じて理解する生体現象：個別化医療支援へ向けたシミュレーション科学』 

12:00-13:00：昼休憩 

13:00-14:00：出口真次 大阪大学基礎工学研究科 教授 

『細胞による力学環境への適応のメカニズム』 

14:00-15:00：高野渉 大阪大学数理・データ科学教育研究センター(MMDS) 特任教授 

『人間行動の言語化：行動ビッグデータの計測・分類・制御からロボット知能へ』 
 

参加者数 数学・数理科学:3 人, 諸科学: 34 人, 産業界: 4 人, その他: 0 人 

 

 

 

(Part 3/4) 論点・現状・今後の展開 
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数学・数理科学の有効性を知っていただくための訴求活動としてどういった課題に取り組み、どういった効果

が得られたかに焦点を当てながらご記入ください。 

項目 内容 

当日の論点 
生体工学及び，その周辺において数理科学・データ科学のニーズを掘り起こせるかどうかに

ついて議論した．  

研究の現状と

課題（既にで

きていること、

できていない

ことの切り分

け） 

画像解析やロボット工学の分野では，Data-Driven 型アプローチが積極的に活用されている

一方，生体工学においては Model-Based 型アプローチが未だ重要な地位を占めているようで

ある．  

新たに明らか

になった課題 

工学分野では，Model-Based 型アプローチと Data-Driven 型アプローチを最適化問題の枠組

みで，如何に融合させるかが重要であるということは多くの研究者が気付いているが，「どの

ような課題に対して？」，「どのような手法で？」といった点については十分に明らかになって

おらず，この点が今後の課題のようである． 

今 後 解決す

べきこと、今

後の展開・フ

ォローアップ 

各課題に応じて，Model-Based 型アプローチと Data-Driven 型アプローチをを融合させた最

適化問題を構築することになるが，その際に適切な目的関数・制約関数を定義すると共

に，正則化法等を適宜，開発していく必要がある． 

 

 

(Part 4/4) 写真 

 

項目 内容 

添付写真 1 
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添付写真 2 
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